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すべての学び手に、多様な選択肢と成長の舞台を
私たちは九州大学短期大学共創プラットフォームを通じて、
「Higher Education For All」を実現していきます。



コンセプト

カレッジ・パートナーシップ・プログラム（College Partnership Program： CPP）は、

九州短期大学共創プラットフォーム（JC-Link）が提供する、複数の短期大学による教

育連携プログラムです。参加校の教育資源から提供された「共有科目群」を活用して、

各校既存のカリキュラムに新たな履修モデル（インターカレッジ・カリキュラム： IC）が提

供されます。学生は所属校の枠を越えた新しい学びの機会が得られます。

共有科目群は、各専門分野をはじめ、地域社会の課題やグローバルな視点を取り入

れた実践的な内容で構成されており、将来に活かせる知識やスキルを深めることができ

ます。共創を通じて、より豊かな学びと成長を実現する新しい学びのかたちです。

CPP（カレッジ・パートナーシップ・プログラム）は、九州短期大学共創プラットフォーム

（JC-Link）に加盟する短期大学が協働して設計した、学際的かつ実践的な「共有科目

群」からなる教育連携プログラムです。

学生は所属校の枠を越えて、多様な分野の学びを自由に選択・履修することが可能

です。各科目は、地域課題や社会変化に対応しながら、実務力・思考力・共創力を育む

内容で構成されています。CPPは、学びを拡げるだけでなく、将来へのステップにもつな

がる、新しい学びのかたちです。

複数大学の教育資源を統合し、所属大学の枠を越えて履修可能とすることで、学びの

多様性・柔軟性を高め、「学びの地域越境」と「学びの多層化」を実現します。今後、より

幅広く活用していけるよう、共有科目群のバリエーションを増やしいくことを目指します。

カレッジ・パートナーシップ・プログラム（CPP）について

共有科目群について



CPP共有科目群（※各校シラバスLink） 令和７年7月現在（計画中であり、変更する場合があります。）

所属 区分 科目名

3校共同（JC-Link）
基幹科目・共通科目（１年） 共創リテラシー

基幹科目・専門科目（２年） 未来共創ラボ

西九州大学短期大学部 （シラバス： http://er.nisikyu-u.ac.jp/abu0300/courseyear?sid=51&f=0 ）

幼児保育学科

共通科目 SDGs入門

共通科目 データサイエンスの基礎

共通科目 心理学入門

共通科目（高大接続科目） はじめての保育

専門科目 ホスピタリティ心理学

専門科目 アートマネジメント演習

専門科目 子どもの支援Ⅰ（基礎・実習）

地域生活支援学科

共通科目 データサイエンスの基礎

共通科目 異文化理解

共通科目（高大接続科目） はじめての栄養

共通科目（高大接続科目） はじめての介護福祉

共通科目（高大接続科目） はじめての多文化

専門科目 社会とデータサイエンス

専門科目 社会とデータサイエンス演習

専門科目 実践食育

専門科目 食育演習

専門科目 多文化共生とSDGs

長崎短期大学 （シラバス： https://www.njc.ac.jp/about/syllabus/ ）

保育学科 共通科目 日本国憲法

地域共生学科（栄・製） 共通科目 心理学

地域共生学科 共通科目 地域と職業

＊長崎国際大学 共通科目 法学

食物栄養コース 共通科目 基礎化学

保育学科 共通科目 子どもの心

国際コミュニケーションコース 専門科目 比較文化研究

長崎女子短期大学 （シラバス： https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/syllabus/ ）

地域未来創生学科

専門科目 SNS論

専門科目 AI活用

専門科目 マーケティング

専門科目 イベントプランニング

専門科目 農林水産6次産業化

専門科目 しあわせ研究

専門科目 まちづくり景観

専門科目 世界の多様な食

専門科目 長崎の食文化と外食産業

専門科目 食と健康管理

共有科目群の構成

◆教養・共創基盤科目群（基礎リテラシー） / 基幹教育・キャリア開発系
学びの土台・地域と共に学ぶ姿勢を育てる
主な科目：共創リテラシー、未来共創ラボ、心理学入門、データサイエンスの基礎、法学、憲法 など

◆地域・社会理解科目群 / グローバル・地域貢献系
地域貢献・職業意識・社会参画を育む（地域課題や社会との接点を見つける学び）
主な科目： SDGs入門、地域と職業、しあわせ研究、子どもの心、まちづくり景観、比較文化研究 など

◆実践スキル・ICT活用科目群 / テクノロジー・社会進化系
今求められる「使える力」を伸ばす（職業・地域・課題解決に活かせるスキルを強化する）
主な科目： SNS論、AI活用、マーケティング、イベントプランニング、社会とデータサイエンス演習、

食育演習 など

◆生活と文化・多様性理解科目群 / 健康・福祉・子ども支援系
生活・健康・文化・国際性へのまなざしを持つ（多様な生活者とつながる力を養う、人間生活の理解と支援を重視）
主な科目： 長崎の食文化と外食産業、世界の多様な食、異文化理解、多文化共生とSDGs、

はじめての介護福祉 など

CPPは、「学びの選択肢を拡げたい」「地域や社会に役立つ
力をつけたい」という思いを持つ学生にとって、短期大学での
2年間をより充実したものにするための新しい選択肢です。

http://er.nisikyu-u.ac.jp/abu0300/courseyear?sid=51&f=0
https://www.njc.ac.jp/about/syllabus/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/syllabus/


各校履修モデル（インターカレッジ・カリキュラム：IC）

インターカレッジ・カリキュラム（IC）は、JC-Link（九州短期大学共創プラットフォーム）に参加す
る短期大学が、各校の専門教育とCPP共有科目群を組み合わせて設計した、柔軟かつ発展的な
履修モデルです。
学生は自らの所属校のカリキュラムに加えて、地域連携・ICT・多文化・キャリア形成といった分野
を横断的に学ぶことができます。
ICでは、学びの選択肢が拡がるだけでなく、学修成果が明確に整理される仕組みがあり、卒業
後の進路に直結する力を育成することを目的としています。
CPPの共有科目群を活用し、各短期大学では以下のような独自の履修モデル（IC）コースを増
設しています。
各コースでは所属校の専門教育とJC-Linkの共創学修を組み合わせ、進学や就職の力となる学
びを実現します。

■西九州大学短期大学部

地域生活支援学科 食健康コース アドバンスト食健康プログラム
今求められる使える力をのばし、未来の地域づくりに貢献できる人材を育成します。

幼児保育学科： 保育ソーシャルビジネス･プログラム
保育や子ども福祉の分野で、新しい支援のかたちを自ら立ち上げ、地域に貢献できる人
材を育成します。

■長崎短期大学地域共生学科： 国際コミュニケーションコース

Bridge Class(ブリッジクラス)
グローバル社会に適応する語学力（英語・中国語・韓国語）とビジネススキルを身につけ
た人材を育成します。

■長崎女子短期大学生活創造学科： 生活創造学科 地域未来創生コース

まちづくりデザイナーユニット
未来型志向の科目群によるまちづくりデザイナー育成モデル

学習環境と支援体制

各コースでは、所属校の修学サービスに加えて、JC-Linkの次世代型学修管理システム「JC-
Gate」を活用した新しい学習環境が提供されます。さらに、JC-Linkスタッフによる個別支援・履
修相談も実施され、履修の一体感と学びの継続を支えます。スタッフによる学修・進路サポート、オ
ンラインでの学び支援を強化、学生一人ひとりに寄り添った「伴走型支援」を実現します。

ディプロマ・サプリメントの発行

卒業時には、CPPによる学修成果を反映した「九州短期大学共創プラットフォーム認定ディプロ
マ・サプリメント」（学修成果の証明書）が発行されます。複数大学が認定する証明書によって、編
入学や就職活動におけるアピール資料としてより活用できます。


